
Ｐ２ 令和3年度6月定例会 Ｐ9 6月全員協議会
補正予算・条例改正 ほか ｢えりも町農業・漁業担い手支援補助金｣創設

Ｐ３～７ 一般質問 Ｐ1０「この人に聞く」
一般質問 7名 10件 陶芸家 齊藤 千賀子 さん

Ｐ8 所管事務調査報告
とまべつ憩いの湯ちゃっぷ・学校プール ほか

待ちに待ったプール授業

６月30日、えりも小学校３年生35人のプール授業が行われました。
近代化された温水プールは水温30℃。
入念に準備体操を行ったあと、恐る恐る水の感触を確かめながら
一足先に“夏本番”を迎えていました。



◎
令
和
３
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
え
り
も
町
農
業
担
い
手
支
援

補
助
金

３
０
０
万
円

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
、
新
規
就
業
者
又
は
事

業
継
承
者
に
対
し
、
設
備
投

資
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
も
の

・
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

補
助
金

２
２
５
万
円

次
世
代
を
担
う
農
業
者
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
方

に
最
長
で
５
年
間
、
資
金
を

交
付
す
る
も
の

・
え
り
も
町
漁
業
担
い
手
支
援

補
助
金

１
５
０
０
万
円

漁
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
、
新
規
就
業
者
又
は
事

業
継
承
者
に
対
し
、
設
備
投

資
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
も
の

・
児
童
措
置
費
負
担
金

３
４
５
万
円

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
分
）

・
商
工
振
興
費
負
担
金
補
助
及

び
交
付
金

５
０
０
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発

行
事
業
に
対
す
る
補
助
金

え
り
も
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
改
正

資
産
割
課
税
の
廃
止

①
基
礎
課
税
額

資
産
割

17.5
％

→

廃
止

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額資
産
割

３
％

→

廃
止

③
介
護
納
付
金
課
税
額

資
産
割

2.5
％

→

廃
止

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

え
り
も
町
字
本
町

中
村

幸
子(

59
歳)

再
任

・
え
り
も
町
監
査
委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
新
浜

小
関

孝
雄(

72
歳)

再
任

・
え
り
も
町
副
町
長
の
選
任

え
り
も
町
字
新
浜

泉

紳
一(

60
歳)

再
任

◎
令
和
３
年
度

一
般
会
計(

歳
入)

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金

９
６
２
８
万
８
千
円

◎
令
和
３
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

・
自
動
水
栓
化
等
工
事

１
７
４
７
万
８
千
円

福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
常
設
保

育
所
等
の
水
道
蛇
口
を
自
動

水
栓
化
に
す
る
も
の

・
蛇
口
レ
バ
ー
化
工
事

６
３
２
万
６
千
円

各
公
共
施
設
の
水
道
蛇
口
を

レ
バ
ー
化
に
す
る
も
の

・
感
染
症
予
防
対
策

８
７
３
万
８
千
円

各
公
共
施
設
等
に
空
気
清
浄

機
等
を
設
置
す
る
も
の

・
感
染
症
予
防
対
策
支
援

１
６
１
０
万
円

旅
館
・
飲
食
業
者
で
感
染
予

防
対
策
を
行
っ
た
事
業
に
対

し
一
定
の
補
助
を
す
る
も
の

・
生
活
応
援
券
支
給

４
６
０
０
万
円

町
民
一
人
当
た
り
１
万
円
の

生
活
応
援
券
を
配
布
す
る
も

の

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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補
正
予
算

人

事

条
例
改
正

え
り
も
町
議
会

臨
時
会
（
４
月
）



問

大
坂

議
員

え
り
も
高
校
の
連
携

型
中
高
一
貫
教
育
は

18
年
目
を
迎
え
、
学

力
向
上
に
向
け
た
各

教
科
の
取
組
が
成
果

を
上
げ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
の
中

卒
者
37
名
の
う
ち
、

23
名
は
本
校
へ
、
14

名
は
町
外
へ
出
て
い

る
。
要
因
は
様
々
と

思
う
が
、
20

名
以
下

に
な
る
と
２
間
口
が

困
難
で
、
多
様
な
教

育
課
程
の
指
導
継
続

へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。

①
流
出
防
止
を
主

眼
と
し
た
対
策
は
。

②
高
校
生
は
登
下

校
時
に
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
ど
の
程
度
利
用

し
て
い
る
か
。

答

教
育
長

①
流
出
防
止
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
様
々

な
対
策
を
行
っ
て
き

た
。間

口
は
、
令
和
11

年
度
か
ら
中
卒
者
が

36
名
を
切
る
こ
と
か

ら
、
２
間
口
の
維
持

は
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
な
る
と
考
え
る
。

町
の
将
来
像
も
含

め
な
が
ら
、
令
和
５

年
度
ま
で
に
本
格
的

な
内
部
検
討
を
し
、

令
和
８
年
度
ま
で
に

間
口
問
題
を
含
め
た

高
校
存
続
に
つ
い
て
、

町
民
と
と
も
に
熟
議

す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

②
高
校
生
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
利
用
は
、
平

成
30
年
度
よ
り
行
っ

て
い
る
。
今
年
度
は

登
校
時
１
日
平
均
38

名
の
利
用
が
あ
る
が
、

下
校
時
は
部
活
動
や

講
習
等
に
よ
り
、
ほ

と
ん
ど
利
用
が
な
い

状
況
で
あ
る
。

問

大
坂

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
昨
年
度
は
各
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
未
だ

に
収
束
の
兆
し
が
見

え
な
い
中
、
町
内
で

は
よ
う
や
く
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
始
ま
っ

た
が
、
夏
の
イ
ベ
ン

ト
「
灯
台
ま
つ
り
」

の
開
催
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
秋
の
イ
ベ

ン
ト
「
海
と
山
の
幸

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
つ
い
て
も
ど
の
よ

う
な
考
え
な
の
か
。

答

産
業
振
興
課
長

８
月
の
「
灯
台
ま

つ
り
」
は
、
町
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順

調
に
進
ん
で
は
い
る

も
の
の
、
不
特
定
多

数
の
方
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

の
は
時
期
尚
早
と
考

え
て
い
る
。

10

月
の
「
海
と
山

の
幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
も
、
感
染
状
況

や
道
内
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
な
ど
を
勘

案
す
る
が
、
ど
ち
ら

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

の
可
否
は
７
月
開
催

予
定
の
実
行
委
員
会

で
協
議
さ
れ
る
。

現
況
を
考
え
る
と
、

担
当
と
し
て
開
催
は

難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜3＞

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待を

持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたって執行

機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政策

提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

町の将来像を
見据えながら議論

えりも高校
２間口維持に懸念は

今年度のイベント開催は

実行委員会で決定

「
灯
台
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
る
の
を
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
だ
が

大坂庄吉議員

２間口維持が課題のえりも高校

鮭
の
つ
か
み
取
り
が
人

気
の
「
海
と
山
の
幸
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」



問


本

議
員

最
近
、
犯
人
逮
捕
や
犯

罪
抑
止
に
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
の
が
防
犯
カ
メ
ラ

で
あ
る
。
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

①
自
治
会
等
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
費
用
に
対
し
、

補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
栽
培
漁
業
え
り
も
セ

ン
タ
ー
は
、
高
額
な
財
産

を
預
か
っ
て
い
る
状
態
と

同
じ
で
、
何
か
あ
っ
た
時

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
施

設
所
有
者
に
働
き
か
け
て

は
ど
う
か
。

③
風
の
館
・
と
ま
べ
つ

憩
い
の
湯
ち
ゃ
っ
ぷ
等
、

金
銭
の
取
り
扱
い
や
町
外

か
ら
訪
問
が
あ
る
施
設
は

特
に
必
要
と
考
え
る
が
。

④
学
校
施
設
も
防
犯
の

観
点
か
ら
必
要
と
考
え
る

が
。

答

町
民
生
活
課
長

①
近
隣
住
民
や
自
治
会

員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、

画
像
の
秘
密
保
持
や
機
器

の
維
持
管
理
の
課
題
も
あ

り
、
現
状
で
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

答

産
業
振
興
課
長

②
栽
培
漁
業
え
り
も
セ

ン
タ
ー
に
は
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
な
い
。

飼
育
の
種
苗
は
町
内
の

み
な
ら
ず
町
外
に
も
放
流

す
る
も
の
で
、
他
町
村
の

財
産
を
預
か
っ
て
い
る
状

態
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
。

今
後
、
施
設
設
置
者
の

北
海
道
、
施
設
運
営
者
の

町
と
漁
協
で
組
織
す
る

「
え
り
も
町
栽
培
漁
業
振

興
協
議
会
」
で
検
討
し
た

い
。③

風
の
館
は
、
不
審
者

侵
入
対
策
と
し
て
機
械
警

備
設
備
を
設
置
し
て
い
る
。

入
館
料
は
、
大
型
金
庫

で
管
理
し
て
い
る
が
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

答

保
健
福
祉
課
長

③
と
ま
べ
つ
憩
い
の
湯

ち
ゃ
っ
ぷ
に
は
防
犯
カ
メ

ラ
及
び
機
械
警
備
設
備
は

設
置
し
て
い
な
い
。

今
後
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
、
設
置
に
向
け

て
検
討
を
進
め
た
い
。

答

学
校
教
育
課
長

④
各
学
校
に
は
機
械
警

備
設
備
は
、
設
置
し
て
い

る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
設

置
し
て
い
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

児
童
生
徒
の
安
心
・
安
全

な
学
習
の
場
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
必
要
性
を
理

解
し
て
い
る
が
、
学
校
は

広
い
面
積
と
複
雑
な
構
造

で
あ
り
、
今
後
、
設
置
場

所
や
台
数
も
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問


本

議
員

職
業
安
定
法
の
改
正
に

よ
り
、
地
方
自
治
体
が
自

ら
行
う
無
料
職
業
紹
介
の

各
種
規
制
が
緩
和
さ
れ
て

い
る
。

当
町
の
主
幹
産
業
で
あ

る
漁
業
は
近
年
、
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
等
の
問
題

が
あ
り
、
比
較
的
価
格
が

安
定
し
て
い
る
昆
布
を
主

体
と
し
た
施
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
漁
業
の
労
働

力
不
足
を
解
決
す
る
た
め

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
は

ど
う
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広

く
周
知
・
募
集
す
れ
ば
、

就
労
を
希
望
す
る
方
が
い

る
の
で
は
。

答

産
業
振
興
課
長

職
業
安
定
法
が
改
正
さ

れ
、
地
方
公
共
団
体
が
無

料
職
業
紹
介
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

昆
布
漁
業
者
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

に
町
全
体
の
人
口
も
減
少

傾
向
に
あ
り
、
当
然
お
か

ま
わ
り
も
不
足
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
町
と
し

て
状
況
を
把
握
し
、
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
の
も
一

つ
の
手
法
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
担
当
課
と
し
て

は
、
ま
ず
は
町
内
の
労
働

力
で
対
応
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
域
内
消
費
の
観
点

か
ら
も
そ
れ
が
一
番
の
良

策
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
漁
協
と
協
力
し
て

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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本維応議員

防犯カメラの設置は

各施設への設置を検討

町内のニーズを
把握する

漁業の労働力
確保は

コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ
れ

て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

犯
人
特
定
や
犯
罪
防
止

に
有
効

昆布漁業者からは、おか
まわり不足の声が



問

竹
内

議
員

今
年
度
、
介
護
保
険
料

が
３
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
、

当
町
で
も
全
道
５
番
目
と

な
る
23
・
３
％
の
引
き
上

げ
で
、
基
準
月
額
保
険
料

は
６
８
０
０
円
と
な
り
、

全
道
で
も
４
番
目
の
金
額

で
あ
る
。

ま
た
、
年
金
支
給
額
も

０
・
１
％
の
引
き
下
げ
で

年
金
受
給
者
・
生
活
者
に

と
っ
て
は
ま
さ
に
ダ
ブ
ル

パ
ン
チ
で
あ
る
。

他
の
町
村
で
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
に
よ
り
保

険
料
を
抑
え
て
い
る
例
も

あ
る
。

介
護
保
険
被
保
険
者
へ

の
何
ら
か
の
支
援
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答

保
健
福
祉
課
長

第
８
期
（
３
～
５
年
度
）

介
護
保
険
給
付
の
費
用
負

担
は
、
国
の
介
護
保
険
法

及
び
政
令
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
る
。

保
険
料
の
決
定
に
当
た
っ

て
は
、
保
健
・
福
祉
各
分

野
や
被
保
険
者
、
学
識
経

験
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
て

い
る
「
え
り
も
町
高
齢
者

保
健
福
祉
推
進
協
議
会
」

へ
の
諮
問
答
申
を
経
て
保

険
料
算
定
に
至
っ
て
お
り
、

特
段
の
支
援
策
は
考
え
て

い
な
い
。

答

副
町
長

第
８
期
の
介
護
保
険
料

は
、
保
険
料
試
算
の
基
本

的
な
方
法
に
よ
り
適
切
に

算
定
し
「
え
り
も
町
高
齢

者
保
健
福
祉
推
進
協
議
会
」

の
方
々
に
し
っ
か
り
審
議

し
て
頂
い
た
結
果
で
あ
り
、

介
護
保
険
被
保
険
者
だ
け

に
何
ら
か
の
支
援
を
行
う

事
は
、
費
用
負
担
の
公
平

性
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
第
９
期
（
令
和

６
～
８
年
度
）
に
つ
い
て

は
、
負
担
軽
減
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

神
田

議
員

期
日
前
投
票
は
、
以
前

か
ら
役
場
庁
舎
の
３
階
で

行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
12

月
議
会
で
１
階
で
の
実
施

が
出
来
な
い
か
質
問
し
た
。

そ
の
結
果
「
３
階
以
外

で
の
実
現
は
色
々
な
点
で

困
難
な
た
め
、
今
後
も
３

階
で
の
実
施
を
継
続
す
る
」

と
の
回
答
を
得
て
い
る
が
、

庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
上
部
を

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
う
こ

と
で
実
施
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
実
施
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

日
高
管
内
で
３
階
で
の

実
施
は
当
町
の
み
で
あ
り
、

ほ
か
の
町
で
は
１
階
や
庁

舎
以
外
で
実
施
し
て
い
る
。

高
齢
者
等
は
、
３
階
ま

で
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

と
と
も
に
、
期
日
前
投
票

率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
の
で
、
再
考
の
う

え
ぜ
ひ
１
階
で
の
実
施
を

強
く
願
う
。

答

総
務
課
長

期
日
前
投
票
所
の
設
置

で
は
、
投
票
者
の
利
便
性

の
ほ
か
に
「
投
票
の
秘
密

が
侵
さ
れ
な
い
こ
と
」
、

「
秩
序
が
十
分
に
確
保
で

き
る
こ
と
」
に
配
慮
を
要

す
る
。

庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
の
上

部
を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆

う
こ
と
で
の
実
施
は
、
吹

き
抜
け
構
造
な
こ
と
や
照

明
が
３
階
に
設
置
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
午
後
８
時

ま
で
明
る
さ
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー
は
、
役
場
庁

舎
と
同
様
に
不
特
定
の
方

が
訪
れ
る
施
設
で
あ
り
、

投
・
開
票
に
要
す
る
最
大

17
日
間
の
継
続
使
用
は
厳

し
く
、
こ
れ
ら
の
点
を
総

合
的
に
判
断
し
、
引
き
続

き
現
在
の
場
所
で
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。

な
お
、
車
い
す
の
準
備

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
の

促
進
、
事
前
連
絡
に
よ
る

係
員
の
配
置
な
ど
の
体
制

充
実
も
継
続
す
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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介護保険被保険者へ
の支援を

次期に向け、
負担軽減の手法を検討竹内孝文議員

期日前投票を
ぜひ１階で実施を

体制の充実を
図り３階で実施

高
額
な
介
護
保
険
料
の

負
担
軽
減
を

役
場
庁
舎
１
階
で
の
期
日

前
投
票
を
望
む

神田 修議員



問

上
野

議
員

「
海
と
大
地
の
ふ
る
さ

と
」
の
我
が
町
は
、
今
後
、

え
り
も
岬
緑
化
の
映
画
や

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園

の
国
立
公
園
化
に
よ
り
注

目
を
集
め
る
と
思
わ
れ
る
。

漁
業
と
観
光
面
か
ら
環

境
保
全
に
取
り
組
む
町
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、

①
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
、
漂
流
ご
み
の
自
然

環
境
や
漁
業
へ
の
影
響
、

調
査
、
対
応
は
。

②
「
ワ
ク
ワ
ク
森
林
づ

く
り
植
樹
祭
」
を
拡
大
し
、

町
内
各
地
区
の
町
有
地
等

を
利
用
し
て
、
自
治
会
や

各
種
団
体
等
と
協
働
し
、

一
斉
に
植
樹
を
し
て
は
。

③
「
二
酸
化
炭
素
削
減
」

と
「
停
電
時
の
電
源
確
保
」

と
し
て
、
役
場
公
用
車
に

電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
車
の
導
入
を
。

④
「
二
酸
化
炭
素
削
減
」

と
「
観
光
ル
ー
ト
」
と
し

て
、
電
気
自
動
車
充
電
設

備
の
設
置
を
。

答

産
業
振
興
課
長

①
町
で
は
町
内
の
海
域

で
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
を
調
査
し
た
実
績
は
な

く
、
漁
業
へ
の
影
響
も
未

知
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
省
は
海
域
、
道
は

河
川
の
調
査
を
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査

結
果
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
対
策
・
対
応
が
可
能
か
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
各
地
区
に
植
樹
可
能

な
町
有
地
が
あ
る
の
か
も

含
め
、
自
治
会
な
ど
と
協

議
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

企
画
課
長

③
町
で
は
、
現
在
６
台

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
を
導

入
し
て
い
る
。
車
両
の
入

替
時
に
は
、
用
途
や
費
用

面
等
の
課
題
は
あ
る
が
検

討
し
て
い
き
た
い
。

④
町
と
し
て
も
備
え
る

べ
き
設
備
の
一
つ
で
あ
る

と
の
認
識
で
い
る
が
、
国

は
２
０
３
０
年
代
以
降
に

ガ
ソ
リ
ン
車
の
新
車
販
売

を
禁
止
す
る
方
向
で
検
討

し
て
お
り
、
将
来
的
に
は

既
存
の
民
間
給
油
所
等
が

充
電
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
、

町
と
し
て
支
援
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問

中
野

議
員

人
口
減
少
か
ら
な
る
労

働
者
不
足
は
外
国
人
労
働

者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
沖
合
漁
業
で
外

国
人
労
働
者
を
雇
用
し
て

お
り
、
将
来
的
に
は
定
置

網
漁
業
や
昆
布
漁
業
で
も

外
国
人
労
働
者
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

①
町
営
住
宅
や
公
営
住

宅
の
入
居
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
が
、
そ
の
他
の
空
き

家
や
住
居
の
情
報
を
事
業

者
に
提
供
し
て
は
。

②
町
は
外
国
人
労
働
者

や
新
規
就
業
者
に
対
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
居
住
出
来
る

よ
う
に
住
宅
を
用
意
し
て

は
。

答

町
民
生
活
課
長

①
空
き
家
情
報
は
、

「
空
き
家
情
報
登
録
制
度
」

に
基
づ
き
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
広
報
紙
で
情
報

公
開
し
、
内
容
は
物
件
と

所
在
地
、
申
込
者
と
連
絡

先
で
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、

登
録
者
情
報
の
提
供
も
可

能
だ
が
、
物
件
の
交
渉
・

契
約
は
、
当
事
者
同
士
で

行
う
こ
と
に
な
る
。

登
録
者
は
少
な
い
が
、

こ
の
制
度
を
積
極
的
に
周

知
し
て
い
き
た
い
。

答

建
設
水
道
課
長

②
町
営
住
宅
は
、
公
営

住
宅
よ
り
も
入
居
要
件
が

緩
和
さ
れ
、
空
き
が
あ
れ

ば
入
居
可
能
で
あ
る
が
、

戸
数
は
少
な
く
、
現
時
点

で
町
単
独
で
の
整
備
は
考

え
て
い
な
い
。

公
営
住
宅
は
、
所
得
制

限
や
家
族
単
位
等
の
条
件

は
あ
る
が
、
入
居
で
き
る

住
宅
が
あ
る
。
ま
た
、
中

堅
所
得
者
や
単
身
で
も
入

居
可
能
な
「
み
な
し
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
」
も
あ
る
。

し
か
し
、
「
外
国
人
労

働
者
」
に
貸
す
場
合
に
様
々

な
制
限
が
あ
る
た
め
、
困

難
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
、
外
国
人
労
働

者
や
新
規
就
業
者
数
の
推

移
に
よ
り
、
現
在
の
空
き

住
宅
を
活
用
し
な
が
ら
、

本
来
の
公
営
住
宅
の
用
途

に
支
障
の
出
な
い
範
囲
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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環境保全の
町づくりをを

対策・対応を
検討 上野陽司議員

中野公浩議員

外国人労働者・新規

就業者の住居確保を

空き家の活用と

「みなし住宅」増を検討

条
件
付
き
で
入
居
可
能
な

公
営
住
宅

町
内
に
は
な
い
電
気
自
動

車
充
電
設
備



問

高
松

議
員

令
和
元
年
度
の
市
町
村

別
昆
布
生
産
量
を
比
べ
る

と
、
え
り
も
町
は
函
館
市
、

根
室
市
に
次
ぐ
道
内
第
３

位
で
あ
る
が
、
天
然
物
で

前
浜
産
と
い
う
点
で
は
生

産
量
全
道
一
の
可
能
性
が

あ
る
。

過
去
10
年
間
平
均
で
主

要
産
地
の
渡
島
、
釧
路
、

根
室
地
域
で
は
軒
並
み
20

％
以
上
減
少
し
て
い
る
が
、

幸
い
日
高
地
域
で
は
３
・

９
％
の
減
少
に
と
ど
ま
り
、

日
高
昆
布
の
65
％
を
占
め

る
え
り
も
の
昆
布
の
優
位

性
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

一
方
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
昆
布
漁
業

者
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

将
来
そ
の
傾
向
は
加
速

し
、
え
り
も
町
の
一
大
産

業
で
あ
る
昆
布
も
漁
業
者

不
足
に
よ
り
急
激
に
衰
退

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

町
長
は
２
期
目
の
公
約

と
し
て
新
規
漁
業
就
業
者

に
対
す
る
支
援
を
掲
げ
て

い
る
が
、
現
状
を
ど
う
捉

え
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答

産
業
振
興
課
長

町
内
の
昆
布
生
産
量
は
、

こ
こ
数
年
１
７
０
０
㌧
か

ら
２
２
０
０
㌧
で
気
象
や

繁
茂
状
況
に
よ
り
変
動
は

あ
る
が
、
比
較
的
安
定
し

た
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
昆
布
漁
業
者

は
平
成
25
年
に
は
５
３
９

名
で
あ
っ
た
が
令
和
２
年

に
は
４
９
０
名
ま
で
減
少

し
た
。

町
で
は
本
議
会
補
正
予

算
で
計
上
し
て
い
る
が
、

新
た
に｢

農
業
・
漁
業
担

い
手
支
援
補
助
金｣

を
創

設
し
、
新
規
就
業
者
や
事

業
継
承
者
に
対
す
る
補
助

を
行
い
、
第
一
次
産
業
の

就
業
者
確
保
に
取
り
組
む
。

新
た
な
課
題
も
出
て
く

る
と
思
う
が
、
そ
の
都
度

漁
協
と
も
協
力
し
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
農
業
・
漁
業
担
い
手

支
援
補
助
金
に
つ
い
て
は

｢
P9

全
員
協
議
会｣

を
参

照
。

問

高
松

議
員

え
り
も
町
の｢

す
こ
や

か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金｣

や｢

え
り
も
子
育
て
応
援

券｣

な
ど
の
事
業
、
国
の

｢

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化｣

政
策
な
ど
に
よ
っ

て
、
出
産
や
子
育
て
に
対

す
る
補
助
や
支
援
は
充
実

し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
結
婚
し
て
子

ど
も
を
望
ん
で
も
そ
れ
が

叶
わ
な
い
夫
婦
に
と
っ
て

は
同
事
業
は
全
く
縁
の
な

い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
る
調
査
に
よ

れ
ば
、
未
婚
者
が
独
身
で

い
る
理
由
と
し
て
、
男
性

の
29
％
、
女
性
の
18
％
が

｢

結
婚
資
金
が
足
り
な
い｣

と
経
済
的
理
由
を
挙
げ
て

い
る
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
た

め
に
も
、
国
の｢

結
婚
新

生
活
支
援
事
業｣

も
活
用

し
な
が
ら
、
町
独
自
の

｢

結
婚
祝
金｣

事
業
を
創
設

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

支
援
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。ま

た
、
町
内
で
婚
姻
届

を
提
出
し
た
夫
婦
が
過
去

５
年
間
で
何
組
い
る
の
か
。

答

町
民
生
活
課
長

結
婚
し
た
く
な
い
理
由

の
中
で｢

経
済
的
に
厳
し
い｣

と
い
う
意
見
が
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

国
で
は
、
こ
れ
か
ら
夫
婦

と
し
て
新
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
よ
う
と
す
る
世
帯

を
対
象
に｢

結
婚
新
生
活
支

援
事
業｣

を
実
施
し
て
い

る
が
、
所
得
制
限
や
年
齢

制
限
に
加
え
、
引
越
費
用

や
新
居
の
家
賃
に
限
ら
れ

る
な
ど
決
し
て
利
用
し
や

す
い
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
。

｢

経
済
的
に
厳
し
い｣

と

い
う
の
は
結
婚
ス
タ
ー
ト

時
に
限
ら
ず
、
出
産
や
子

育
て
を
含
む
将
来
に
わ
た
っ

て
の
不
安
を
抱
え
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、

同
事
業
の
活
用
や
現
在
、

町
で
実
施
し
て
い
る
子
育

て
支
援
策
を
含
め
て
包
括

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
５
年
間
の
婚
姻

届
出
状
況
は
、
１
年
平
均

で
14
件
前
後
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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昆布漁業者の
減少に歯止めを

「農業・漁業担い手
支援補助金」を創設

高松亮裕議員

昨
年
ま
で
の
７
年
間
で
昆

布
漁
業
者
は
49
名
減
少

結婚した人に祝い金を

現在の「助成制度」
の見直しも

｢

結
婚
祝
金｣

と
し
て
10
万

円
支
援
し
て
い
る
市
町
村

も
道
内
に
10
余
り
あ
る



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総務文教常任委員会 委員長 成田一人

副委員長 笹谷廣喜 委員 本維応

神田 修 上野陽司

産業民生常任委員会 委員長 高松亮裕

副委員長 渡部 泰 委員 大坂庄吉

竹内孝文 中野公浩

議長 石川昭彦調査日 令和３年５月１７日（月）

とまべつ憩いの湯ちゃっぷについて

今回の改修点

・屋根全面葺替え、外壁全面塗装、内装張替え

・キッズルーム、カラオケ等も楽しめる多目的室を整備

・給湯ボイラー交換、神経痛などに効果があるとされている人工ラジウム温泉を導入

調査における委員会の所見

・高さのあるイスとテーブルが必要。

・新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、休憩室のパーテーションが不足。空気清浄機が必要。

・浴室の壁は白系一色なので、明るい色にしてはどうか。

・備え付けのドライヤーを用意しては。シャンプー等の自動販売機も。

・キッズルームの遊具の充実を。

・金銭管理や集計の面から券売機の設置。

・金銭を扱う施設なので防犯カメラが必要では。

●利用者の声にも耳を傾け、改善点は検討し運営に生かしてほしい。

古い施設のため、適正な点検・補修を最低限行っていかなければな

らない。運営開始早々、配管の故障が発生したらしいが、施設の維

持管理をしっかりと行い、町民に親しまれる施設となることを望む。

<8>

えりも小学校プールについて

概 要

・構造:鉄骨平屋建て、延べ床面積702㎡、建設費4億5000万円。

うち学校施設環境改善交付金として約1億900万円が補助。

プールは25メートルのコースが4つあり、歩行運動が可能な

手すりが設けられ、低学年用の浅いプールも併設されている。

・開館時間:6月から9月までの4か月間で、お盆は休館。

調査における委員会の所見

・学校プールであるが、多額の費用をかけて作られた施設なので、１日でも長く開館するべきでは。

・町民の利用は、健康教室や漁業者を対象とした着衣水泳を実施するなどの有効利用を図ってほしい。

・設備面では犯罪の証拠、犯罪抑止力の面から玄関への防犯カメラの設置を検討願いたい。

・本調査時プール室の換気扇から雨水が垂れていたところが2か所あり、床に水が溜まっていた。

長時間使っていく施設なので、不具合に対して迅速に対応し、維持管理を徹底してほしい。

・今後、このプールが子供たちを始め、広く町民にも利用され、体力づくり、あるいは利用者間のコミュ

ニケーションの場となり、親しまれる施設となることを大きく期待するものである。

※このほかにJR北海道バス委託事業について調査しましたが、紙面の都合上省略いたします。

新
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
管
理
・

運
営
面
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
。
多
く
の
子
供
た
ち
・
町
民

の
利
用
を
期
待
す
る

完成した「とまべつ憩いの湯ちゃっぷ」

で担当者から説明を受ける



全員協議会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

｢えりも町農業・漁業担い手支援補助金｣創設

1 目的
当町の主産業である第一次産業において、今後、着業者の一層の減少が見込まれる。この

ことから、新規就業者及び事業後継者の確保が急務となっておりその対策の一環として、本

事業を実施する。

【町内の昆布採取業者数及び酪農・畜産農家戸数の推移】

2 担い手の要件
(1) えりも町に住所を有し、新たに酪農・畜産業を営もうとする者。

(2) えりも町に住所を有し、新たに漁業権を取得して昆布漁業を営もうとする者。

(3) えりも町に住所を有し、既に農業又は漁業を経営している農家・漁家の子で、その家業を
継承する者。

(4) ひだか東農業協同組合長又はえりも漁業協同組合長の承認を受けた者。

(5) 支援を受けようとする年以前までの町税及び公課を完納している者。

3 補助対象事業
(1) 資格取得事業 補助率10分の10以内

例えば農業における家畜人工授精師や削蹄師(牛のひづめを整える)

漁業における一級小型船舶操縦士や潜水士などの資格を取得する場合。

(2) 新規着業者への施設整備事業 補助率2分の1以内 (上限300万円)

①必要な施設整備等に要する経費。 (車両・軽微な備品、消耗品を除く。)

②農機具(トラクター及び付属設備)及び漁船(船体及び付属設備)の取得経費。

③事業を営む上で必要な倉庫の新・増改築及び土地の取得経費。

④その他、必要と認められるもの。

(3) 後継者への施設整備等事業 補助率2分の1以内 (上限100万円)

※補助内容は（2）新規着業者への施設整備事業と同様。

新規就業者に対する支援だ

けではなく、町外から移住

する人への支援も

昆布採取の申請をしてもな

かなか許可が下りない。地

域によっても制度が異なる

廃業した人の船や船外機、干場

等を一括管理し、新規就業者に

安く斡旋する仕組みや昆布未経

験者への技能研修をする取組み

などソフト面の支援も

上限金額の

引き上げを

廃業した人の船や船外機などの

有効利用を

補助金をもらっ

てすぐ辞めない

工夫も

<9>

平成25年度 令和2年度 増 減

昆布業 539 490 -49

酪農業 1 1 0

畜産業 24 19 -5

酪畜複合 1 1 0

合 計 565 511 -54



陶
芸
家

さ
い
と
う

ち

か

こ

齊
藤

千
賀
子
さ
ん

齊
藤
千
賀
子
さ
ん
は
、
平
成

６
年
に
札
幌
か
ら
本
町
に
移
り

住
み
、
そ
の
時
か
ら
長
年
の
夢

だ
っ
た
陶
芸
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
度
、
27
年
間
続
け
て
き

た
作
品
作
り
が
北
海
道
陶
芸
会

の
目
に
留
ま
り
、
そ
の
会
員
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

指
導
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

帯
広
市
の
陶
芸
家
が
大
樹
町
で

開
い
て
い
た
教
室
に
週
１
回
通

い
続
け
て
、
高
度
な
技
術
を
身

に
付
け
10
年
前
に
工
房
を
設
け

ま
し
た
。

「
作
陶
や
削
り
、
乾
燥
、
色

付
け
、
焼
な
ど
、
一
つ
の
作
品

完
成
ま
で
に
一
か
月
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
齊
藤

さ
ん
。

ま
た
、
「
自
分
の
大
好
き
な

陶
芸
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
、

区
切
り
が
付
く
ま
で
５
時
間
以

上
も
作
品
に
集
中
し
て
向
か
う

こ
と
も
多
い
ん
で
す
」
と
も
。

部
屋
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
や
直
径
24
㎝
、
高
さ
60
㎝
の

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
数
十
点

が
置
か
れ
て
い
て
、
ど
れ
も
が

癒
し
を
与
え
て
く
れ
そ
う
な
作

品
で
し
た
。

会
員
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
で
、

７
月
27
日
か
ら
札
幌
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
通
美
術
館
で
催
さ
れ
る
「
北

海
道
陶
芸
会
展
」
へ
の
出
展
と

そ
の
隣
の
北
星
信
金
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
７
月
30
日

か
ら
３
か
月
間
の
展
示
も
決
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

齊
藤
さ
ん
は
、
え
り
も
の
海

の
色
「
ミ
ン
ト
ブ
ル
ー
」
＝

「
え
り
も
ブ
ル
ー
」
を
三
年
か

け
て
開
発
し
、
そ
の
製
作
に
意

欲
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
７
月
、
最
高
潮
に
盛
り

上
が
っ
た
の
が
М
Ｌ
Ｂ
エ
ン
ゼ

ル
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
で
な
か

ろ
う
か
。
７
月
13
日
に
は
日
本

人
初
め
て
と
な
る
ホ
ー
ム
ラ
ン

ダ
ー
ビ
ー
に
出
場
、
残
念
な
が

ら
一
回
戦
敗
退
と
な
っ
た
が
、

翌
日
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
選
で
は

投
打
の
リ
ア
ル
二
刀
流
で
出
場

し
、
勝
利
投
手
に
な
る
な
ど
、

日
本
の
み
な
ら
ず
全
米
ま
で
も

虜
に
し
た
。
普
段
野
球
を
観
な

い
私
で
も
、
朝
か
ら
テ
レ
ビ
観

戦
し
、
ア
メ
リ
カ
野
球
の
祭
典

を
味
わ
っ
た
。

一
方
、
23
日
に
開
会
式
が
行

わ
れ
る
東
京
五
輪
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、

一
年
遅
れ
の
開
催
と
な
っ
た
が
、

今
い
ち
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て

い
る
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
？

（
竹
内
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任委

員
会

委
員
長


本

維
応

副
委
員
長

高
松

亮
裕

委
員

竹
内

孝
文

神
田

修

上
野

陽
司

取
材
に
応
じ
て
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
え
り
も
ブ
ル
ー
」
の
深

い
青
色
に
魅
せ
ら
れ
、
コ
ー

ヒ
ー
用
、
ビ
ー
ル
用
、
お

茶
用
の
三
点
を
製
作
依
頼

し
ま
し
た
。
癒
し
と
感
触

を
日
々
味
わ
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
ご
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
取
材
・
神
田
）

５月14日
日高町村議会

議長会定期総会

５月17日
二常任委員会合同

所管事務調査

６月１8日 議会運営委員会

６月25日

全員協議会

第２回定例会

広報広聴常任委員会

6月29日
日高東部消防組合議会

臨時会

７月 9日 広報広聴常任委員会

７月26日
日高総合開発期成会

第２回理事会

７月19日 広報広聴常任委員会

７月29日 臨時会

議会の動き

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
か
ら
は

幻
想
的
な
光
が
も
れ
る

新型コロナウイルス感染症対策によって
中止になった主な行事

・５月１6日 えりも町消防訓練大会
・ 6月２9日 全道議員研修（札幌）


